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目的：本邦における前立腺癌の罹患率・死亡率は急増
傾向にあり、医学的・社会的対策は急務と考え
られている。前立腺特異抗原（PSA）は前立腺
細胞及び導管上皮細胞に局在し、また正常前立
腺組織、悪性前立腺腫瘍組織、前立腺液、精漿
中に存在する。PSAの血中濃度の測定は前立
腺の各病態の把握、治療後のモニターとして有
効と考えられている。前立腺癌のマーカーとし
て広く使用されている Total PSA の測定法は放
射免疫測定法が主流で、標準法として高い信頼
性を得ている。今回私たちは放射性同位元素を
使用せず環境に配慮した非放射免疫測定法（non
RIA）と従来の放射免疫測定法（RIA）を比較
検討し若干の考察を得たので報告する。

方法：４５歳～８５歳の検診検体９７検体を使用し RIA法
１試薬（Tandem R）に対する non RIA 法３試
薬（AIA、AxSYM、ARCHITECT）の Total PSA
の相関を確認した。

成績：今回使用した non RIA３試薬すべて Tandem R
に対し良好な相関を得ることができた。

結論：使用した non RIA の試薬は前立腺癌スクリー
ニングとして良好な結果を得る事ができた。更
に高感度 PSA測定として使用可能であり、幅
広く活用することができる。

キーワード：前立腺癌、前立腺特異抗原（Prostate spe-
cific antigen, PSA）、生化学検査、腫瘍マーカー、
非放射免疫測定法、院内化

緒 言

近年、食生活の欧米化や寿命の伸長等による前立腺
疾患の増加に伴い、臓器特異性の高い前立腺マーカー
である Total PSA の検査依頼数も増加傾向である。そ
の標準的測定法は RIA法（Tandem-R）とされるが、
これは放射性物質を用いる為に特別な設備を必要とし
外注に頼らざるを得ない。
Free PSA（遊離型 PSA）の存在比率によって Total

PSA 値が高く影響を受けるスキュード（偏りのある）
キットが改良され、イクイモラー（均一な）キットが
Non RIA 法として各社より多数販売されている。
今回、イクイモラーキットとして開発された幾つか

のNon RIA 法と Tandem-R を比較検討する機会を得
たので報告する。

対 象 と 方 法

対象：４５歳～８５歳の検診検体９７検体ただしアキシムに
ついては９２検体を測定し比較検討した。

方法：使用測定装置、試薬、測定方法

a. RIA 法
１．Tandem-R : ARC９５０（アロカ社），PSA Tandem R
（免疫放射定量法 ハイブリテック社）
b. Non RIA 法
１．AIA : AIA１８００（東ソー社）、ST-E テスト「TOSOH」
PA免疫反応試薬（蛍光酵素免疫測定法 東ソー
社）
２．ARCHITECT : ARCHITECT（アボット社）、アー
キテクト・PSA（化学発光免疫測定法 アボット
社）
３．AxSYM : AxSYM（アボット社）、アキシム PSA・
ダイナパック（微粒子酵素免疫測定法 アボット社）

結 果

今回使用した検体が検診検体であったため比較的低
値の検体が多くなったがNonRIA 法は RIA 法に対
し、判定の基準となる４．０ng/ml 付近での良好な相関
を確認した。（図１～３）

考 察

WHOにより認証された国際標準物質（生物学及び
臨床用標準物質、臨床化学）の入手が可能になりメー
カー採用、普及が急速に進み、各社が世界的標準測定
法とされるタンデムRに合わせ開発を進め、また Free
PSA（遊離型 PSA）と ACT PSA（α１－antichymotrip-
sin complex PSA）の両者の PSA分子に共通に反応す
るモノクローナル抗体の選別と両者が同等に反応する
至適条件の確立により良好な相関を示したと考えられ
る。
今後、泌尿器科学会の PSA標準化委員会において
検討が進んでいる二次標準物質および基準測定操作法
が確立されれば、さらにキット間差が縮まるものと考
えられる。
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図１ AIA と Tandem Rの相関

今回使用した装置、試薬を含め、治療後のモニタリ
ング等に有用とされる感度を有しているものが各社よ
り多数開発されており、不要な針生検を減らすべく用
いられる Free PSA の測定も可能とするものが開発さ
れている。
Total PSA、高感度および F/T 比（Free/Total ratio）

の３項目の測定を院内において一括処理することが可
能となった。
放射線防護設備を必要とせず、診療、ドックおよび

検診に幅広く活用できると考える。
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Objective : Total PSA was usually evaluated by RIA
method（Tandem R）．Resolving its radiation dam-
age and problems we tried to use non-RIA
method. In the present study we showed the use-
fulness of non-RIA method.

Study design : In normal 97 serum specimens the total
PSA was examined by both RIA study（Tandem
R）and non-RIA studies（AIA, AxSYM, ARCHI-
TECT）．

Results : The results by our three non-RIA studies were
well corresponded to that by one traditional RIA
study（Tandem R）．

Conclusion : Non-RIA is useful to evaluate total PSA for
a screening study of prostatic carcinoma.

Key Words : carcinoma of prostate, total prostate specific
antigen（total PSA），biochemical examination, tu-
mor marker, nonradioimunoassay
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図２ ARCHITECT と Tandem Rの相関

図３ AxSYMと Tandem Rの相関


